
福
岡
市
外
香
椎
宮
附
淀
の
地
質

(間
版
堅
雇
付
)

竹

原

窄

一

序

論

昭
和
九
年
四
月
以
来
日
曜
祭
日
其
の
他
を
利
用
し
て
調
査
せ
る
も
の
で
地
域
は
粕
屋
郡
の

一
部
即
新
宮
､
香
椎
'

名
島
'
土
井
に
瓦
-
帯
状
を
成
し
主
と
し
て
音
第
三
配
管
よ
-
成
る
｡

立
花
.･日
､
三
日
月
山
'
城
越
山
等
を
作
っ
て
居
る
所
謂
古
生
暦
(
?
)
地
は
比
較
的
高
-
急
斜
宙
が
多

い
の
は
反
し

其
の
西
側
に
預
っ
て
屠
る
第
三
紀
層
地
は
低

い
小
丘
陵
を
成
し
概
し
て
庶

い
平
な
谷
を
持
っ
て
居
る
｡
前
者
が
批
年

初
期
の
地
形
で
あ
る
と
す
れ
ば
後
者
は
批
年
中
期
又
は
後
期
の
地
形
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
凍
る
.
両
者
の
間
に
は

明
か
夜
差
異
が
謎
め
ら
れ
る
が
之
は
構
成
し
て
屠
る
岩
盤
の
凪
両
其
他
に
封
す
る
抵
抗
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
構
造

的
な
意
味
は
無

い
よ
う
で
あ
る
｡

古

期

岩

暦

花
崗
岩
は
蔭
城
北
の
春
す
る
立
龍
山
(
三
六
七

･
一
光
)
に
初

り
北
方
有
賀
附
近
ほ
瓦
っ
て
存
在
し
閑
雲
載
桶
岩
に

屈
す
｡
所
は
よ
み
有
色
鉱
物
が
ほ
Ji二

足
の
方
向
に
配
列
し
甘
光
政
長
ポ
塊
と
僅
か
在
が
ら
片
抑
堅
不
す
0
香
椎
村

踊
岡
市
外
希
榔
･:;･=附
妃
の
地
既

先

1
三



地

球

撃

1
十
六
魯

撃

姦

告

.L
E
:

字
谷
の
東
北
約
三
百
米
の
79
の
は
長
種
約
二
種
の
楯
有
里

父
へ
て
居
少
斜
長
石
多
-
且
片
蝕
は
比
較
的
明
瞭
で
あ

る
｡
宰
谷
の
北
側
に
角
閃
岩
と
の
接
禰
部
が
あ
っ
て
'
明
か
夜
接
細
面
は
露
出
不
良
の
馬
め
末
見
出
し
得
意

い
が
花

絹
岩
が
角
閃
岩
を
貫

い
て
居
る
事
は
他
地
域
よ
-
推
し

て想
像
す
る
ほ
難
-
な

い
.
新
宮
村
下
村
及
古
賀
騨
南
西
九

百
米
の
戴
遺
線
路
側
に
は
厚
n
各
数
十
米
の
純
色
脈
岩
が
南
北
に
走
力
明
か
は
載
揃
岩
を
貫

い
て
居
る
｡
閃
紋
岩
城

第

一
固

新
香
雅
騨
附
貯
模
式
杖
状
間

i.te.膚†一m.iA千 白む鴇 も亀虫亙層
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に
見
え
る
が
風
化
甚
L
d
TJ
蔑
め
槍
鋸
す
る
を
称
な

い
｡
亦
香
椎
宜
の
南
東
五
官
米
附
妃
に
は
厚
さ

一
光
の
ペ
グ

マ
タ

イ
ト
脈
が
北
十
五
度
酉
の
方
向
を
取
-
角
閃
岩
を
切
っ
て
屠
上

音

米
の
間
隔
を
置

い
て
之
に
平
行
に
定
に

一
本
の

ペ
グ
マ
ク
小
卜
脈
が
角
閃
岩
中
に
存
在
す
る
｡
立
花
山
南
方
山
腹
よ
皇

五

月
里

城
越
山
を
歴
で
南
方
森
江
山
は

至
る
山
地
は
主
と
し
て
角
閃
岩
よ
ら
成
-
片
珊
著
し

さ
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
あ
る
が

一
般
に
は
塊
状
を
成
す
も

の
が
多

い
｡
局
部
的
に
は
絹
雲
母
石
遇
千
枚
岩
､
黒
雲
母
片
岩
､
珪
岩
等
整
父
へ
又
眼
球
片
麻
岩
状
と
皐
す
る
部
分
も

存
在
し
色
捜
せ
し
滑
石
質
に
礎
化
し
て
居
る
も
の
79
あ
る
.
脊
椎
村
馬
立
'
三
日
月
山
南
方
及
川
関
村
大
谷
附
近
は

梗
概
岩
乃
至
蛇
紋
岩
に
貫
か
れ
て
居
旦
二
日
月
山
南
方
の
蛇
紋
岩
は
含
有
磁
地
盤
の
為
め
に
多
少
磁
性
を
有
し
て
居

第 一 間 の A

IⅡ 且 石炭冬奴化木摺禦 譜 野 磨 :絶 af.L的l'

品胤 層
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地

球

鱒

二
十
六
各

節

二
舵

空

1
六

る
｡
替
地
の
角
閃
岩
の
片
理
乃
至
櫛
比
は
概
し
て
東
酉
方
向
の
走
向
ほ
て
南
方
傾
斜
の
も
の
が
多
-

(
勿
論
局
部
的

に
は
種
々
の
方
向
を

ポ
し
て
居
る
例
外
あ
わ
)
博
多
幣
内
雄
鳥
に
露
出
せ
る
片
岩
の
夫
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
｡

第

三

紀

層

荘
梅
岩
､
角
閃
岩
h
Ul不
生
食
は
茂
っ
て
西
北
隅
新
宮
よ
-
和
白
､
脊
椎
を
経
て
東
南
土
居
に
互
か
帯
状
を
成
す
｡

局
部
的
に
は
小
背
斜
､
向
斜
を
成
せ
る
所
も
あ
る
が

山
舷
に
南
西
に
向
以
て
十
度
乃
至
三
十
度
の
傾
斜
を

ホ
し
て
盛

姉

二

間

土
居
附
近
模
式
柱
状
図
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菟
し
名
島
帆
杜
宥
附
鑑
は
敢
上
層
を
成
す
｡
各
階
の
厚
さ
約
六
百
来
あ
-
て
其
の
間
数
枚
の
石
炭
背
骨
を
挽
有
し
其

の
申
便
宜
上
四
枚
の
石
炭
潜
む
選
び
で
境
界
と
な
し
下
枕
よ
か
上
位
に
内
払
Ⅰ
､
H
､
H
､

Ⅳ､
Ⅴ
の
各
区
分
に
瓶

別
す
｡
以
下
各

々
の
岩
貿
及
特
徴
を
軌
耽
す
る
｡

Ⅰ
暦

敢
下
部
に
は
基
底
磯
岩
を
有
し
機
の
大

き
さ
は
直
種
三
十
粗
に
及
ぶ
も
の
が
あ
り
主
と
し
て
石
英
'
花
簡

岩
.
角
閃
岩
も
片
岩
p
チ
ャ
ー
ト
､
砂
岩
其
の
他
紫
色
の
地
に
長
石
の
自
斑
晶
堅

不
す
火
成
岩
等
の
圃
磯
よ
-
成

～,h

腿
結
物
は
紫
色
粘
土
質
物
在
る
事
が
多

い
｡
之
に
件
以
て
無
線
色
砂
岩
､
貫
岩
或
は
紫
色
貫
岩
の
凍
る
事
多
-
､
此

等
基
底
の
紫
色
､
線
色
を
量

す
る
部
分
は
厚

三
二
十
米
に
連
す
る
革
あ
-
､
此
の
政
も
良

き
露
出
は
香
椎
騨
東
北
約

.i
肝
の
避
病
倉
附
近
ほ
あ
る
O
澱
下
部
が
黄
色
砂
岩
に
始
-
頂

い
て
白
色
砂
岩
の
凍
る
事
も
有
る
が
概
し
て
柿
で
あ

る
｡
最
下
部
よ
-
約
六
十
米
上
位
に
薄

い
ポ
炭
層
又
は
含
珪
化
本
健
の
春
す
る
革
度

々
あ
っ
て
､
厚
さ
吸
水
よ
ら
十

数
米
は
鼻
化
す
る
紫
色
貫
岩
を
件
ふ

Q

荷
此
の
上
に
白
色
砂
岩
及
官
署
の
互
厨
が
凍
て
骨
石
瓶
槻
の
珪
贋
岩
薄
層
を
挟
む
｡

(
骨

市
に
就
い
て
は
下
紀
の
文
献
歩

胴
､
新
井
歩
次
郎
､
杵
粘
及
三
池
に
京
れ
る
…次
日
の
那
碇
'
日
本
供
米
骨
諒
､
鰐
川
甘
七
十
三
娩
'
火
北
十
三
年
O
同
比
'
肥
筑
中
野
淡
川
研
究
'
九
州

秋
山
蝉
何
誌
､
妨
二
怨
節
十
1
批
荊
七
八
九
､
昭
利
六
年
o
長
尾
巧
'
九
州
甘
飾
三
紀
厨
の
暦
樺
(非
十
六
)
地
蝉
雛
誌
､
解
三
十
九
年
第
四
六
均
舵
常

北
九
五
､
昭
利
ニ
%
o)
証
に
上
位
に
二
枚
の
薄
汲
圏
凍
る
事
あ
れ
ど
も
炭
贋
物
多

き
快
紫
色
貰
岩
が
之
に
換
-
て
春
す
る

革
も
あ
る
｡
最
上
部
に
は
局
部
的
に
厚

ru
ll
,'
三
光
に
連
す
る
炭
暦
を
有
し
下
和
白
及
土
居
の
北
方
に
て
稼
行
中
で

あ
る
｡
｢
常
山
に
薦
炭
坑
あ
わ
､
持
主
｣

な
ど
と
立
札
の
存
す
る
地
は
此
の
暦
準
に
潜
る
所
が
多

い
｡
所
々
の
露
頭
ほ

て
は
挟
み
及
蘭
程

一
光
に
も
連
す
る
革
の
あ
る
珪
化
木
を
相
皆
含

ん
で
居
る
｡
此
廃
で
珪
化
木
と
稀
し
て
居
る
79
の

編
_叫
市
外
脊
抑
･::･=附
近
の
地
既

望

.1
七



地

球

飾
二
十
六
怨

節

二
班

畠

1
八

は
莱
坑
ほ
て
は

一
名
松
岩
と
呼
ば
れ
て
居
る
樹
幹
化
石
の
革
で
､
昔
で
の
流
木
が
沈
積
後

一
部
は
炭
化
せ
る
も
大
部

分
は
珪
化
作
用
む
受
け
た
も
の
で
次
白
色
或
は
韻
色
と
潔
-
或
も
の
は
過
剰
の
珪
酸
分
が
析
出
し
て
玉
髄
又
は
蛋
白

石
と
在
っ
て
居
る
｡
概
し

て年
輪
斜
出
髄
其
の
他
の
構
造
も
明
瞭
で
あ
ら
､
賦
倣
鋸
下
ほ
て
は
細
胞
排
列
状
態
も
充

分
観
察
す
る
事
が
川
凍
る

｡盛
片
及
種
子
の
化
石
は
通
常
之
と
陥
伸
せ
ぬ
｡
本
年
地
質
撃
骨
ほ
て
小
倉
謙
博
士
の

｢

化
石
へ
ど
押
型
羊
歯
激
の
名
都
ほ
っ
5,
で
｣
或
は
小
岩
井
誰
輝
教
授
の

｢
兼
並
慶
鱗
木
に
封
す
る
部
兄
｣
等
の
御
講

演
を
拝
聴
す
る
に
及
ん
で
樹
幹
の
み
は
よ
る
穂
名
汰
鹿
は
如
何
に
困
難
な
る
か
ヾ
了
新
出
兼
ね
｡
荷
稲
岡
腺
糟
屋
郡

の
松
岩
に
批
い
て
は
EE
倉
排
撃
士
が
地
質
撃
難
詰
第
甘

一
幕
五
甘
十

一
百
に
御
意

見
を
驚
衷
せ
ら
れ
た
輩
が
あ
る
｡

脊
椎
農
園
附
近
の
切
創
に
は
Ⅰ
暦
の
良
好
な
露
出
が
あ
る
が
-
暦
最
上
部
淡
暦
附
近
の
暦
序
を
上
位
よ
-
下
位

へ

順
次
記
述
し
て
見
る
と
白
色
賞
岩
及
粗
粒
砂
岩
(H
暦
最
下
部
)
一
光
'
石
炭
二
十
糎
､
炎
色
貫
岩
十
五
粗
､
石
炭
十

糎
'
灰
色
貫
岩

一
光
､
石
炭
五
糎
､
次
純
色
貫
岩
九
米
と
な
っ
て
居
る
｡
荷
此
等
の
下
位
に
は

一
米
内
外
の
含
輝
沸

石
純
色
京
岩
が
布
衣
す
る
｡
Ⅰ
暦
の
金
厚
は
二
首
米
内
外
で
あ
る
｡

紙
屋

Ⅰ
暦
の
上
位
は
兼
る
も
の
で
盲
犬
内
外
の
厚
さ
を
有
し
､
白
色
堅
枇
砂
岩

(
ア
ル
コ

ー
ズ
嚢
)
及
貢
岩
の

互
厨
を
主
と
し
鹿
々
薄

さ
レ
ン
ズ
状
礁
岩
層
を
挽
け
｡
又
敢
腰
部
七
光
は
蓮
す
る
三
層
の
紫
色
貫
岩

レ
ン
ズ
を
有
す

る
｡
此
の
暦
準
に
替
る
も
の
に
し
て
灘
岩
質
と
な
れ
る
部
分
は
勝
練
物
は
純
色
の
砂
質
又
は
粘
土
質
の
も
の
な
る
も

其
の
磯
は
紫
色
の
地
は
長
石
の
白
斑
晶
を
浮
き
出
し
た
火
成
岩
の
多

い
革
質
が
あ
る
｡
且
之
と
は
ぽ
同
暦
準
と
思
は

れ
る
所
に
石
炭
薄
厨
或
は
珪
化
木
簡
が
あ
る
が
紫
色
瓦
岩
と
同
所
に
露
出
せ
る
革
は
稀
で
あ
る
.
H
暦
の
上
部
に
も

厚
さ

一
米
の
含
雅
沸
石
純
色
貢
岩
が
存
在
し
香
椎
小
撃
梗
塞
の
崖
下
及
和
白
騨
北
方
の
崖
は
露
出
す
る
｡

Ⅰ轡
の
も



の
も
H
圏
の
も
の
も
共
に
薄
炭
層
下
敷
米
の
期
に
春
す
る
が
何
か
特
別
の
意
味
を
有
す
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
｡

H
層
中
に
は
三
つ
の
興
る
厨
準
は
厚
さ
十
･

･
二
十
糎
の
骨
石
赦
似
の
珪
質
細
粒
砂
岩
が
認
め
ら
れ
荷
は
最
上
部
に
は

飴

-
厚
か
ら
ざ
る
淡
暦
が
あ
る
｡

m
屠

香
椎
北
東
の
崖
に
(
博
多
樽
放
電
革
線
路
西
側
)
好
露
出
を
成
す
地
膚
に
し
て
主
に
白
色
砂
岩
改
質
岩
の
宜

圏
よ
-,h成
み
帯
色
酬
粒
磯
岩
及
晋
夜
色
貫
岩
老
父
へ
砂
岩
は
屡
々
多
少
ア
ル

n:
ズ
質
と
在
る
｡

凹
暦
は
薄
汲
撃

1枚
及
骨
石
類
似
物
を
上
部
に
有
し
､
金
牌
の
犀
ru
は
七
十
玉
来
前
後
あ
乞

最
上
部
に
は
例
に

ょ
-
薄
炭
層
が
凍
る
｡

Ⅳ
暦

日
色
票

石
乃
寅
泥
岩
'
白
色
に
し
て
多
少
凝
次
男
在
る
貫
岩
等
敢
も
多
-
此
等
に
砂
岩
及
磯
岩
室
父
へ
て

周
る
｡
砂
岩
は
ア
ル
コ

ー
ズ
盟
と
在
る
却
あ
-
又
白
色
誓

石
は
風
化
す
ば
れ
鮮
赤
褐
色
或
は
桃
色
警

壬
し
美
麗
在
れ

ど
も
草
木
の
珪
青
に
通
せ
ざ
る
朗
多
-
鹿

々
崩
壊
し
て
山
肌
を
露
出
し
て
居
る
｡
敢
上
部
に
は
石
炭
薄
暦
を
有
し
重

厚
宵
二
十
立
米
あ
る
｡

Ⅴ
暦

名
鳥
及
今

屋

敷
附
近
ほ
露
糾
せ
る
も
の
ほ
し

で
一
般
に
線
色
磯
岩
及
砂
岩
非
常
に
多
-
白
色
砂
岩
及
貫
岩

を
父
へ
妙
見
畠
戊
名
高
飛
行
場
附
近
ほ
は
厚
ru
十
-
十
五
糎
の
珪
異
質
岩
或
は
チ
ャ
ー
ト
棟
外
観
を
量
す
る
も
の
を

軌
有
す
る
じ
純
色
砂
岩
は
悔
暦
を
茎
す
る
却
多
-
且
風
化
す
れ
ば
玉
葱
状
構
造
を
.L不
す
罫
が
多

い
｡
Ⅴ
暦
は
H
暦
と

同
様
に
数
多
の
珪
化
赤
む

含

み
､
博
多
轡
名
所
の

lL
と
し
て
肇
高
い
帆
杜
石
は
即
ち
Ⅴ
暦
中
の
厚

さ
磯
岩
は
含
ま
れ

な
る

一
班
化
木
に
し
て
東
大
小
倉
数
授
の
研
究
に
ょ
-1
Q
ue
Jcinit-

hobashiraish
i
O
g
u
ra
在
る
尊
名
が
輿

へ

ら
れ
ね
0
帆
桂
石
は
榊
功
皇
后
三
韓
御
遠
征
の
制
御
便
乗
遊
ば
さ
れ
た
る
御
鼎
の
帆
柾
化
し
て
石
と
な
れ
る
も
の
と

満
州
村
外
市
郎
･:=･=附
妃
の
地
肌

れ
h

.t九



地

球

筋

二
十
六
提

琴

義

九
六

二
〇

の
伸
説
あ
-
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
で
は
居
る
が
現
在
は
波
打
鼎
に
横
ね
は
-
刑
が
廻
ら
さ
れ
て
居
る
で
も
無

く
特
別
な
保
護
が
加

へ
ら
机
で
屠
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
な

い
｡
Ⅴ
暦
の
厚
ruは
八
十
光
来
以
上
あ
る
｡

●

第

三

紀

層

判

比

福
岡
市
附
近
に
は
桃
決
着
第
三
紀
層
が
春
麗
し
筑
豊
及
宗
像
炭
蛸
と
は
i,
同

一
親
衛
は
魔
す
る
轟
は
既
は
知
ら
れ

朗
々
に
石
炭
採
掘
中
の
所
あ
-
｡
麻
同
市
の
東
方
糟
屋
泉
田
は
就

い
て
は
鈴
木
博
士
'
井
上
博
士
'
門
倉
撃
士
の
研

究
あ
㌔

.
之
に
加

へ
て
長
尾
博
士
の
地
質
撃
及
層
位
撃
上
よ
少
見
た
る
研
究
が
公
に
せ
ら
れ
て
居
Nj
O
糟
屋
泉
は
東

北
隅
は
位
す
る
皆
地
域
第
三
層
よ
-
は
興
味
保
き
化
石
の
産
出
額
-
且
棟
行
に
充
分
茜

へ
縛
る
石
炭
暦
が
豊
富
は
教

見

さ
れ
ざ
る
危
め
か
北
九
州
の
他
地
域
窮
三
配
暦
に
此
し
末
だ
舶
密
在
る
地
質
調
査
が
成
n
れ
た
る
輩
を
-
暦
序
に

閥
し
て
は
久
t
-
疑
周
の
曾
ゝ
ほ
威
さ
れ
て
居
る
の
で
嘱
蛇
足
的
な
記
事
を
付
加

へ
て
見
よ
う
O

雷
地
域
は
岩
利
の
塵
化
が
特
に
著
し
-
且
指
準
化
石
を
放

き
適
潜
在
楼
準
暦
と
在
-
得
る
も
の
が
存
在
せ
ざ
る
故

野
外
ほ
て
此
陵
的
見
出
し
易

い
石
炭
暦
､
炭
質
貫
岩
或
は
含
珪
化
木
骨
を
地
膚
置
分
の
目
安
と
な
し
比
較
的
連
縛
性

を
有
す
る
四
炭
層
を
選
び

で各
債
分
の
最
上
部
に
聴

い
た
｡
各
位
分
の
間
は
整
合
的
で
は
あ
る
が
石
炭
瀞
沈
積
雷
時

の
地
文
的
状
態
を
考
察
し
て
斯
-
置
介
し
た
の
で
あ
る
｡
斯
る
匿
分
法
に
よ
っ
て
踏
査
を
進
め
る
事
は
自
ら
炭
層
を

追
求
す
る
乙
と

J
夜
-
淡
田
の
債
億
を
知
る
手
掛
と
も
成
る
｡

附
近
の
他
地
域
に
於
け
る
第
三
紀
層
と
の
封
此
は
層
序
'
岩
男
､
炭
層
の
性
質
及
配
列
を
基
礎
と
し
て
行
ふ
の
で

あ
る
が
長
尾
博
士
が
既
に
云
ほ
れ
た
如
-
岩
質
が
南
東
よ
-
北
西
の
方
向
に
著
し
き
塵
化
を
成
し
て
居
る

(
長
尾
巧
､



耐
糾
相
即
･:S
;
山
地
駅
'
筑
仙山前
…次
助
溢
れ
介

月

報
､
節
二
十
三
海
鮮
二
甘
八
十
班
､
昭
和
二
年
)
(長
摺
巧
'
九
州
甘
鈴
与
紀
厨
の
櫛
序
(此
ハ十
九
)地

a.

･
i

難
詰
'
節
凹
十
坤
節
関
空
ハ
十
八
堅
1十
六

.

T3)
の
で
非
常
に
難
し

い
糊
健
で
あ
る
｡
即
ち
粕
屋
炭
四
南
方
は
於

い
て
は
麓
厨

の
数
多
-
且
良
質
な
る
も
北
は
向
ふ
に
従
ひ
漸
次
粗
恵
と
威

力
藩
に
含
珪
化
木
管
又
は
泉
質
貰
岩
に
移
過
し
て
し
ま

う
の
で
対
比
の
上
は
大
な
る
困
難
が
佳
じ
て
氷
る
｡
現
今
新
宮
と
土
居
の
二
ヶ
所
ほ
て
村
数
を
稼
行
し
て
居
る
が
之

は
確
に
同

一
暦
準
の
も
の
で
-
暦
数
上
部
に
僻
し
て
居

-
結
局
現
在
知
ら
れ
て
屠
る
石
炭
暦
の
う
ち
石
炭
厨
ら
し

さ

石
炭
暦
は
此
の

一
層
の
み
で
あ
る
｡
之
に
祁
皆
す
る
も
の
を
南
方
の
篠
栗
､
宇
美
附
妃
に
求
め
て
見
.N'
に
徳
永
博
士

に
よ
る
筋
四
炭
層
群
中
の
堅
穂
及
木
組
で
は
東
か
ら
う
か
｡

(
呼
水
詫
脈
､
地
封
挙
上
よ
り
研
究
し
た
る
細
岡
櫛
糊
整

釈
川
､
吾
釈
幡

朝
鮮
三
十
七
雛
昭
利
二
年
)

首
地
ほ
て
は
筋
三
配
筋
の
基
底
よ
か
二
百
氷
上
枕
に
前
述
の
稼
行
中
の
石
炭
層
が
存
在
し
､
基
底
よ
～T
此
の
有
数

圏
迄
の
間

に
は
紫
色
(
又
は
紫
赤
色
)
貫
岩
数
枚
並
に
敗
色
砂
岩
､
練
育
色
百
岩
等
を
挑
む
軍
が
あ
;:1
｡

稼
行
中
の
石

炭
管
下
三
十
-

四
十
米
の
所
に
'
極
め
て
貧
鍋
な
汲
暦
で
は
あ
る
が
赤
石
､
泉
石
等
(
徳
永
博
士
の
前
記
論
文
参
照
)

に
珊
常
し
て
も
良

い
と
考

へ
ら
れ
る
も
SJ
を
件
ふ
蔀
も
段

々
あ
る
｡
且
稼
術
中
の
炭
層
が
多
畳
の
珪
化
木
を
含
ん
で

屠
る
鮎
は
篠
渠
附
近
の
木
組
泉
厨

に
酷
似
し
て
屠
る
｡
H
暦
中
に
は
三
枚
以
上
の
紫
色
再
岩
を
含
み
HH
暦
下
部
に
79

局
部
的
で
は
あ
る
が
紫
色
質
岩
を
挟
み
岩
質
其
の
他
よ
-

想
像
す
る
ほ
H
圏
の
各
部
t

m樹
の
下
部
及
Ⅰ
瀞
の
上
部

は
糟
屋
炭
田
南
都
の
勝
田
果
樹
に
､
H
厨
の

.i
都
､

Ej厨
余
部
及
Ⅳ
厨
の
下
部
は
宗
像
泉
刑
の
青
田
暦
に
叉
Em厨
上

部
は
筑
仙試
汲

即の
竹
谷
圏
の
下
部
に

一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
｡
Ⅳ
瀞
は
糟
屋
炭
田
南
部
の
宇
美
農
暦
の
大
部
分
に
常

る
可
-
､

Ⅳ
樹
敢
上
部
の
薄
茨
暦
は
二
組
､
浦
相
中
白

に
､
又
筑
豊
竹
谷
暦
上
部
の
浦
田
八
八
に
利
普
す
る
も
の
だ

耐
川

棚
朴
希
柵
･:=･=
附

妃
の

地
班

会

こ
7,



節 三 間

封 比 柱 状 図

発

こ
こ

ら
う
｡
斯
-
比
較
し
て
凍
る
と
Ⅴ

瀞
は
可
成
多
畳
の
磯
岩
を
挟
ん
で

居
る
が
宇
美
'
篠
栗
方
面
の
名
島

累
膚
の

一
部
に
相
脅
し
で
屠
タ
､

化
石
群
は
存
在
し
老

い
が
筑
豊
大

辻
層
群
の
Ⅲ
仙
骨
の

一
部

に
比
較

さ
れ
る
｡
第
三
紀
層
基
底
に
は
著

し
い
紫
色
磯
岩
が
存
在
し
之
に
仲

へ
る
紫
色
貫
岩
h
.各
す
れ
ば
屡
々
数
十
米
の
厚
ruと
な
ら
'
糟
屋
泉
田
南
部
の
炭
焼
属
僚
上
部
は
布
す
る
具
有
炭
層

に
此
接
し
得
る
薄
炭
層
迄
の
厚
さ
は
宵
数
十
来
な
み
｡
Ⅰ
層
の
上
部
を
除
き
た
る
も
の
は

(
即
ち
泉
石
に
和
食
す
る

背
教
暦
以
下
の
地
層
)
炭
焼
鼎
暦
に
比
較
す
る
事
が
出
氷
る
｡
糟
屋
炭
田
南
部
の
新
原
､
須
恵
雨
果
暦
に
替
る
も
の

は
本
地
域
に
は
露
出
せ
ず
､
荷
上
棟
に
春
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
鹿
屋
暦
群
に
儀
す
る
地
膚
は
勿
論
盈

冨

な

い
.

本
地
域
第
三
紀
層
金
悼
む
粕
屋
汲
田
南
部
は
春
す
る
第
三
紀
層
に
此
故
す
れ
ば
泉
暦
は
い
よ
-
1
薄
-
衣
-,l其
の

存
在
n

へ
不
明
瞭
と
な
る
が
砂
岩
､
貫
岩
'
磯
岩
等
は
逆
に
此
敏
的
厚
-
在
っ
て
居
る
｡
之
は
禦

止
せ
る
特
殊
沈
積

匝
域
堅
軒
す
ほ
非
ら
ず
(
例

へ
ば
別
歯
の
盆
地
の
如
き
)
且
時
間
の
長
さ
を
不
す
79
の
で
も
無
-
し
て
沈
積
の
度
合
及

状
態
が
南
方
よ
ゎ
北
方
に
進
む
ほ
従
っ
て
次
第
に
塵
化
せ
る
革
堅
不
す
も
の
で
あ
ら
う
.
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第
三
紀
層

の
構
造

北
米
側
の
雨
期
岩
叛
を
不
整
合
は
被
覆
し
大
鰭
南

西
に
向
山
で
十
･-
三
十
度
の
傾
斜
を
成
し
南
附
鼎
名

島
附
淀
に
於

い
て
最
上
層
を
露
出
し
､
其
の
間
北
々

酋
乃
至
北
両
方
向
に
向

へ
る
朝
を
有
す
る
綬
傾
斜
の

向
斜
及
背
斜
を
形
成
し
て
居
る
｡
向
斜
及
背
斜
の
比

較
的
著
し
0
,7g
の
は
北
東
輔
に
位
す
る
磯
崎
鼻
'
夫

婦
石
附
近
ほ
布
し
､
今

1
つ
椋
脊
椎
及
名
島
の
中
間

に
あ
-
.
断
層
は
幾
多
の
小
規
模
の
も
の
所
々
は
目

撃
せ
ら
る
!
も
著
し

さ
も
の
少
-
走
向
北
西
-
南
光

ほ
て
北
東
側
の
落
ち
た
る
7g
の
二
本
を
地
異
閲
上
に

示
し
た
｡
併
し
之
等
の
二
断
簡
に
略
平
行
せ
る
数
多

の
小
断
簡
(蕗
の
方
向
は

一
定
せ
ず
)が
春
在
す
る
状

態
は
糟
屋
炭
m
南
部
は
於
け
る
も
の
と
朝
似
て
居
る

第

四

紀

層

稲
畑
市
外
希

粧

打

附
妃
の
地
質



地

球

竺

十
六
怨

讐

鞭

700

云

督
地
域
内
ほ
て
は
陸
成
洪
積
層
と
虜

へ
ら
れ
る
も
の
品

城
塞

祁
す
る
も
の
無
-
唯
香
椎
宵
北
方
憲

す
る
小

語

意

雅
押
下
庸
脱
附
近
､
新
宮
柑
↑
府
小
撃
枚
附
近
､
奈
多
外
海
の
海
岸
に
潜
-

露
出
し
角
閃
岩
,
淋
菌

岩

或
は
望

雷

等
菜

箸

に
被
讐

-

る
○
大
部
分
は
直
撃

糎
撃

の
警

品

れ
る
原
義

米
の
地
撃

ぁ
る

｡悪
童

枚
韮

方
の
崖

義

ら
る
ゝ
-

は
古
竺

雷

上
品

禦

盤
倉

成
し
差

し
厚
三

光
の

内

'警
部
に
は
欝

あ
-1
.
中
部
は
砂
暦
三

部
は
鮎
-

と
-

-

る
｡
奈
多
外
海
の
海
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